



Report from the Counseling Room (NO.3) 
Kohei KOKETSU 
This is仕lethird annual report of the Counseling Room of which was founded inApril， 1977. 
The report has four sections : 1)College Educations and Counseling， 2) Changing View of 
Students and Raison d企:treof Counseling， 3) the Statistics of the Counseling Room from Apri1， 


































































































































































































































昭和52・ 4~53 ・3 昭和5H~54 ・ l 昭和5402~55'1
学業一般 133件 37.3% 202件 57.5% 30引ヰ 761% 
学生生活一般 72 20，2 61 17，5 59 14.5 
神経図症的， その他
心因なもの 128 36，0 56 16，0 26 6.4 
就職問題 7 2，0 1 3，2 5 1.2 
恋愛問題 9 2，5 10 2.9 2 0.5 
人生問題 5 1.4 9 2，0 4 1.0 
-t の 他! 2 0.6 0.3 0.3 
計 356件 350件 406件
46 綴瀬康兵
IV. むすび
問題の複雑性を考えると，学生の厚生補導とは何であ
るかとし、う素朴な， しかし容易で、はなし、間いにつきあた
る。 組織面からいえば，学生相談室や学生部だけでなく，
原則として全学を挙げて取組むべきことである。この基
本的な認識がどこの大学においてもまだ統ーしておらず，
運営上もスムースには運ばない。欧米，ことに米国では
「カウンセリング」は社会のどの分野でも重要不可欠で
あるとしづ認識が定着しており，高度な専門職として評
価されて多くの人々が従事し，究明に励んでいる。大学
生に対するカウンセリングもよくゆきとどいていること
は言うまでもない。
日本には日本の実情に合うカウンセリングが必要なこ
とは当然であるから，大学としては組織上も機能上から
も模索の状態から早急に脱け出すことが当面の課題であ
る。本学においても関係者全員それぞれの立場から真剣
に考えて頂き，具体的，建設的な御意見や御指導を賜り
たくお願L、し、たします。
(受理昭和55年 1月16日〕
